


































































































































































































































































































婦人会）の誕生は、1932 年 3 月であった（藤井『国防
婦人会：日の丸とカッポウ着』岩波新書、1985.4.19、

































































































































動員運動の開始と並行して、第 72 臨時議会（1937 年 9
















活用」の囲み記事（6 巻第 2 号、1943 年 2 月 10 日、
p73）が、また「新たに二百七十億へ貯蓄への大進撃が
始まったことに伴う紙芝居奉公」を訴える巻頭言（6 巻










億円 / 国民総生産約 228 億円、1941 年日米開戦時のそ
れぞれ約 69 億円 / 約 449 億円に対する戦費総額の膨大
さとともに、戦費に占める国民貯蓄目標額の高さが分か




















































見た場合、貯蓄目標額は〈1939 年：100 億、1941 年：







1940 年：124 億、1941 年：166 億、1942 年：230 億、
1943 年：270 億、1944 年：410 億〉であり、6 年間の












た（－時期は明確でないが、恐らくは 135 億から 170
億に）修正が施されたことが推測される。1944 年の上
記「国民貯蓄新目標閣議決定」に、目標額の変更は昭和
16 年度に次いで今回が 2 回目との記述があることもこ
れを裏付けるものであろう。
なお、日本教育紙芝居協会『教育紙芝居』には、上









インフレ（1945 年 10 月～ 1949 年 4 月、3 年 6 か月間
の消費者物価指数は約100倍）で国債は紙屑同然となり、
国の借金（松本崇『持たざる国への道』中公文庫、
2013.7.25 によれば公債残高 1408 億円・政府保証の民
間債務 960 億円）を帳消しにした。
③［17/ 生産・食料・資源］
1940 年 7 月 22 日に発足した第二次近衛内閣は、組
閣直後に決定した「基本国策要綱」（7 月 26 日）および
「世界情勢ノ推移二伴フ時局処理要綱」（7 月 27 日）に





いく。11 月 23 日には労働組合を傘下に収めた大日本
産業報国会を結成して、内務省・厚生省の指導の下で労
働者を戦時体制に統合した。（なお農民はすでに 1938
年 11 月 20 日結成の農業報国会に皇国農民として統合
されていた。産業報国会は 1942 年 5 月には大政翼賛会
の監督下に入った）。10 月から翌年 5 月にかけては、「国
家総動員法」（1938 年 4 月 1 日布告）を根拠とする各
種統制令の再編成、「勤労新体制確立要綱」（11 月 8 日）、
「経済新体制確立要綱」（12 月 7 日）、「人口政策確立要綱」
































































1 円、100 年積立てると元金 1200 円が 10000 円になる」
「大東亜戦争も百年、大東亜建設も百年」と戦争に絡め
た遠大な庶民の夢物語が描かれている。






















































制が拡大強化されていった。1940 年 5 月に始まってい

























部門の従業者は「1930 年にわずか 9,000 人にすぎなかっ



































































































































































































動として、 ［国内社会］ 残りの用語分類［18/ 交通・通信、
メディア、19/ 教育、23/ 防諜、防空］を対象とする予
定である。
 （続）
平少年を励ます山の動物たちの壮行会で「大東亜戦争は
愈々決戦段階に入りました……僕はまだ子供ですが大
人に負けてはいられません。僕は飛行機を一機でも多く
一日でも早くつくるために一生懸命はたらくつもりで
す」と挨拶し、朝日に向って「お～い、僕はねえ、三平
はねえ、必ず日本一の少年工になるぞ、お山をはずかし
めない日本一の少年工に」と叫ぶ姿を描いている。
図 8　少年工と母
ここに描かれた少年団に強制参加させられた少年少
女の〈勤労奉仕〉は彼らの日常性そのものであった。「見
習いでも僕がいないと機械がとまる」という職場の自覚
を持ち、あるいは「立派な、日本一の少年工になるんだ」
とある種の社会的上昇を目指す少年の身分が、徴用工で
あったか、国民学校（1940 年までは尋常小学校・高等
小学校）卒業後の就業であったかは、脚本からは不明で
あるが、彼等が将来的に「職員」と区別される「工員」「職
工」階層の予備軍であったことは確実である。しかし紙
芝居にはまた、職業的・地位的差別を否定した国家動員
も描かれる。『雛鷲の母』1944.11―「（孫を博士にした
いと思っている老人が孫の先生に）あんたは児童に一職
工でも立派なものだと教えたそうですな、けしからん、
教育は立身出世のためだ」「（先生）我が国教育はお国に
役立つ国民を育てるための教育です、一兵士、一職工で
も一将軍、一大臣でもみんな同じようにお国へ仕える一
本道です。みんな天皇陛下のみ恵みを受けている有難い
国民の一人一人です」。
少年少女の手本としての〈勤労奉仕〉〈少年工〉の姿や、
地位・身分を超えた国家動員思想を描きながら、工場の
現場では〈少年工〉の不良行為も課題となっていた。『富
士見ゆる丘』1944.5 には、不良〈少年工〉の錬成道場
への入室と卒業が描かれる。両親を亡くし弟の成長を愉
しみしている姉が「近頃めっきり悪くなってきた弟」の
ことで「寒い冬の夕方、一人とぼとぼ弟達夫の働いてい
る工場へ」呼び出され、主任から「工場の部品を盗んだ
り、新人の少年工をおどかしたり・・・少年道場に預け
たほうがいい」と勧められる。旋盤見習いをやっていた
弟は「富士山の見える関東少年道場」の耕作訓練などが
面白くなく、班長（田代少年）の組が飼っていた鶏が死
